
福岡都市圏における

高等教育とまちのグランドデザインについて

2025年9月 代表者会議
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【名称】

福岡未来創造プラットフォーム

【参画機関】

【設立】

2019年5月 正式発足

 福岡未来創造プラットフォーム
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大学＝新しい知識の創造と人材育成を担う機関 ＋ 若者が集積する機関

⇒グローバル化、情報化、少子高齢化、地方の疲弊等の社会の変化

⇒地域の活性化や発展を牽引する拠点としての役割を社会や地域から強く期待される

（特に地域の未来を担う人材の育成への強い期待）

3

さらに新たな段階へ・・・

＜「個別」から「全体=PF」へ ⇒ PFでエリア全体と高等教育の振興に取り組む＞

個別の大学ごとの取組・計画
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 福岡未来創造プラットフォーム設立時の構想
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4

高等教育の
活性化

地域全体
の活性化

一組織だけでは実現できないことを、

複数組織の資源の共有・連携共同を通して実現

「個」から「全体」への新たな仕組・関係性づくりへ

特定の地域圏域内の高等教育及び地域全体の活性化を

複数大学・自治体・産業界の資源を結集させて実現する

 福岡未来創造プラットフォーム設立時の構想
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地域全体で地域の高等教育のグランドデザイン

を考え、創造する時代へ（⇔閉じられた大学）

「高等教育の将来像を国が示すだけではなく、それぞれの地域において、高等教育機関が産業界

  や地方自治体を巻き込んで、それぞれの将来像となる地域の高等教育のグランドデザインが議論

  されるべき時代を迎えていると考えられる。」

  （「2040年に向けた高等教育のグランドデザイン」中央教育審議会、2018年）

地域連携（産学官民連携）プラットフォームの時代へ
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地域連携（産学官民連携）プラットフォームの時代へ

6

＜まちにおける大学の役割・強み＞

◯大学は若者の流入と定着を促す

◯大学には多様な専門領域の「知」と「人材」が集積している

➤大学の発展はまちの発展につながり、まちの発展は大学の発展につながる

（大学・自治体・産業界・民間の連携・関係性の深化による大学とまちの相互発展をめざす）

＜大学が直面する課題と求められる変化＞ ※文部科学省高等教育局「2040年を見据えた高等教育の課題と方向性について」資料より抜粋

◯ 18歳人口の減少

◯高等教育機関が「多様性」を発揮するためには、各大学は自らの強みや特色を意識して、自大学の発展の方向性

の明確化や他大学との連携推進など、「強み」を強化していくことが必要。

◯各大学が社会の変化に対応した多様な教育プログラムの提供を実現するためには、一つの大学では成しえない

複数の大学等の人的・物的リソースを効果的に共有していく仕組みが必要。

➤●強み・特色を活かし、教育研究の高度化を図る ●資源の共有化を含めた経営力の強化を図る

⇒今後も大学が教育研究力を維持・発展させ、まちや社会の発展に寄与していくためには、大学間だけでなく、

特定エリア内の自治体・産業界・民間との連携・関係性の深化やリソースの共有化を進めていくことが必須
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「2040年に向けた高等教育のグランドデザイン」

「2040年に向けた高等教育のグランドデザイン（答申）」（中央教育審議会、2018年）

これからの高等教育が目指すべき姿（教育研究体制）・・・

「多様な価値観が集まるキャンパス」

「個々人がその可能性を最大限に活かし、AI時代やグローバル時代を生きていく能力を獲得するためには、

画一的な、教育を提供する側が考える教育から脱却し、高等教育は「多様な価値観を持つ多様な人材が

集まることにより新たな価値が創造される場」＝「多様な価値観が集まるキャンパス」になることが必要である。」

 （「2040年に向けた高等教育のグランドデザイン」中央教育審議会、2018年）
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「2040年に向けた高等教育のグランドデザイン」

①多様な学生
ー18歳で入学する日本人 + 社会人、留学生等の積極的受け入れ

②多様な教員
 ー実務家教員、若手、女性、外国籍等の多様な人材の積極的な登用

  ー大学間又は産官学間での教員の流動性の確保

③多様で柔軟な教育プログラム
ー文理横断的な（学部・研究科の枠を越えた）教育カリキュラムの編成・提供

 ー複数の大学等のリソースの共有に基づく多様な教育プログラムの提供

 ー初等中等教育との接続と「学び」の再構築 

④多様性を受けとめる柔軟なガバナンス
 ー①～③の実現のため、特定地域の複数大学・自治体・産業界等が連携や相互交流

   を行い、恒常的に意思疎通を図る体制として「地域連携プラットフォーム」を構築

⑤大学の多様な「強み」の強化
 ー大学の機能別分化のさらなる加速・推進 

「
多
様
な
価
値
観
が
集
ま
る
キ
ャ
ン
パ
ス
」 58



「第10次福岡市基本計画」が描く未来

＜都市経営の基本戦略＞

（基本戦略２）多様な人材が育ち、集い、チャレンジできる環境をつくる

人口減少社会を迎えた日本において、福岡市は、現在でも人口が増え続け、若者が多く、大学などの高度な教育・ 研究機能の

集積、さらには企業の立地や創業が進んだことで、国内外からチャレンジ精神のある多様な人材が集まって来ています。

また、基礎自治体としての「現場」と都道府県に近い「権限」を持つ政令指定都市の強みや、国の規制緩和を活用し、先進的なテ

クノロジーの社会実装にも取り組んできました。

生活の質の向上と都市の成長の持続的な好循環を推進するため、こうした福岡市の個性や強みを生かして、多様な人材が育ち、

国内外から集い、互いに交流しながら、誰もが様々な分野で将来に向かってチャレンジできる環境をつくります。

◯福岡市「第10次福岡市基本計画」（2025-2034年度）
※本プラットフォームからの紹介により、九州大学共創学部の学生1名も審議会委員として計画策定に参画

＜計画各論 ー 分野別目標 ー 目標２ すべての子ども・若者が夢を描きながら健やかに成長している＞

（施策2-4） 将来に夢や希望を抱き、意欲と志を持ってチャレンジする人材の育成

一人ひとりが将来に夢や希望を抱き、自分らしく健やかに成長できるよう、それぞれの個性や価値観を尊重するとともに、遊びや

学びの場、様々な体験機会等の充実を図ります。

また、大学や専門学校などの高等教育機関と連携し、子どもや若者が、自己実現に向けてチャレンジできる環境づくりを進めると

ともに、まちづくりへの積極的な参画を促すなど、様々な分野で活躍できる人材の育成に取り組みます。 59
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「我が国の『知の総和』向上の未来像」

＜高等教育への「アクセス」確保＞

〇高等教育機関の規模の適正化が図られていく中では、今後、各高等教育機関が自らの強みや弱みを把握し、各地域

 における志願動向や人材需要、他の高等教育機関が持つ特色等を踏まえ、各機関の強みを伸ばし、連携・再編等を

 通じて互いに機能を補完する中で、求められる分野を学べる高等教育の機会を確保することがより一層重要となる。 

〇各高等教育機関が持つ強みや特色を生かしつつ、地域におけるアクセス確保を図り、地域に必要な人材を育成するた

 めに、まずは、地域連携プラットフォームの仕組みを発展させ、各地域の高等教育を取り巻く状況や課題、将来の人材

需要等を地域の高等教育機関が共通に認識し、地方公共団体や産業界等地域の関係者も一体となって具体的な取組

に向かうことができる場の構築が重要である。そのために、地域の高等教育機関や地方公共団体、産業界等の各地域

の関係者が議論し、各地域で実効性のある取組を推進するための協議体（地域構想推進プラットフォーム （ 仮称））を

構築することが必要である。 

〇このような協議体の構築は、各地域の高等教育を取り巻く状況や課題について地域の高等教育機関が共通認識を持

ち、地方公共団体や産業界等地域の関係者も一体となって具体的な取組に向かうことができる場として整備する必要

があることから、着実に段階を踏んで進めることを前提としつつ、原則として地域の全ての高等教育機関を含む関係

機関が参加することが望ましい。

「我が国の『知の総和』向上の未来像～高等教育システムの再構築～（答申）」（中央教育審議会、2025年）
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【参考】文部科学省 高等教育局主要事項令和８年度概算要求より
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福岡未来創造プラットフォーム（第2期中長期計画）が創る未来

学生がキャンパスを越えて、多様な人びとや価値観と出会いながら、

学び合い、 活躍し、成長する、魅力と活力ある大学とまちを創造する

第2期計画で実現するビジョン

（分科会１）

学生ファーストを核とした、学生の学びと成長の環境の構築 

(分科会２)

大学とまちの相互発展と未来創造に向けた産学官民の関係性の深化

（分科会３）

多様な地域から若者をひきつける「大学のまち福岡」のブランド化の確立 

戦略推進
会議

代表者
会議

分科会 共同
事務局

産学官民×学生の

対話と交流の場

計
画
に
基
づ
く
実
現

グランドデザインの
さらなる深化・発展
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福岡未来創造プラットフォーム（第2期中長期計画）が創る未来

（第2期中長期計画の核となる新たな方針・特色）

福岡都市圏の大学とまちのグランドデザインを、

大学生と共に構想し、実現する
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福岡都市圏の産学官民と大学生が連携・協力し、

どのような新しい大学とまちの未来のあり方や

関係性を構想し、実現していくことができるか

福岡の高等教育とまちの未来（グランドデザイン）を考える

資料9
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